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会   議   録 

  

会議の名称 令和３年度本庄市社会教育委員会議 

開 催 日 時 令和３年１１月２４日（水） 
午前・午後 ２時００分から 

午前・午後 ２時４５分まで 

開 催 場 所 児玉文化会館セルディ 大会議室 

出 席 者 
井上健治委員、芦澤吉一委員、西田真吾委員、澁谷利幸委員、 
竹並達也委員、明堂純子委員、大塚進委員、木村登志男委員、 
都丸幸子委員、田村カヅヱ委員、古閑政委員、長沼勝正委員 

 欠 席 者 
岩崎信裕委員、田邊晶子委員、内田英亮委員、矢野間規委員、 
深澤茂実委員、笈口修一委員 

事 務 局 勝山勉教育長、原道広課長、吉岡進課長補佐 

議  題 
（次  第） 

令和３年度本庄市社会教育委員会議 
令和３年１１月２４日（水）午後２時～ 
児玉文化会館セルディ大会議室 

１．開会 
２．委嘱状交付 
３．教育長挨拶 
４．委員長挨拶 
５．委員自己紹介 
６．議事 

（１）本庄市社会教育事業の現況について 
（２）児玉郡市社会教育委員連合会について 

７．その他 
８．閉会 

配 付 資 料 

・会議次第、・資料１ 本庄市社会教育委員名簿、 
・資料２ 本庄市社会教育事業の現況について、 
・資料３ 児玉郡市社会教育委員連合会について、 
・資料４ 本庄市社会教育委員設置条例、 
・資料５ 本庄市社会教育委員の会議規則 
別冊：本庄市の教育、市教委だより、世のため後のためものがたり塙保己

一、令和２年度本庄市公民館の事業記録、令和３年度公民館クラブガイド 
その他特記事項 傍聴人：無 

主 管 課 生涯学習課 
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会 議 の 経 過 

発 言 者 発言内容・決定事項等 
原課長 本日の会議についてですが、本庄市社会教育委員の会議規則第 3 条に定め

る「会議は委員の半数以上が出席しなければ開くことができない」とされて

おります。本会議の委員数は１８名でございます。 
このうち本日の、ご出席をいただいております委員さんは１２名で半数以

上となりますので、本会議は成立しておりますことをご報告を申し上げま

す。 
続きまして資料の確認をさせていただきます。 
【配布資料の確認】 
 
それでは改めまして皆様こんにちは。 
大変お忙しい中、本庄市社会教育委員会議にご出席を賜りまして誠にあり

がとうございます。 
定刻となりましたので、令和 3 年度、本庄市社会教育委員会議を始めさせ

ていただきます。私は本日の司会を務めます、生涯学習課長の原と申します

どうぞよろしくお願いいたします。 
お手元の次第に沿って進めさせていただきたいと思いますので、ご協力を

お願いいたします。なお会議の終了はおおむね午後 3 時を予定しておりま

す。 
 それでは次第２、委嘱状の交付となります。 
 委員の改正により、新たに西田真吾様、深澤茂実様の２名の方が委員とな

られます。 
 例年ですと教育長より委嘱状を交付しておりますが、この度は新型コロナ

ウイルス感染症予防の観点から、大変失礼ながらテーブルの上に置かせてい

ただいております。 
 委嘱状に記載の指名に誤り等がないかご確認をお願いいたします。 
 なお本日、岩崎委員、田邊委員、内田委員、矢野間委員、深澤委員、笈口

委員、こちらの方々はご都合によりご欠席の連絡をいただいております。 
 深澤委員の委嘱状につきましては後日事務局よりお渡しさせていただき

ます。 
 続きまして勝山教育長からご挨拶を申し上げます。よろしくお願いいたし

ます。 
勝山教育長 
 

皆様、こんにちは。 
秋が深まり冬の気配を感じる季節となってまいりました。 
本日は令和 3 年度本庄市社会教育委員会議にお集まりいただきまして誠
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にありがとうございます。 
 新たに社会教育委員に就任されました皆さまには、前任者の残任期間とな

りますが、よろしくお願い申し上げます。 
 また、日頃より委員の皆様には、それぞれのお立場から青少年の健全育成、

子育て世帯への支援、学校と保護者及び地域との連携など様々な場面でご尽

力をいただき感謝申し上げます。 
 さて、昨年の１月に日本国内での新型コロナウイルス感染症による感染が

確認されて以降、日本国内へと感染が拡大してゆき、今年度、埼玉県におい

ては、４月２０日からまん延防止等重点措置を、８月２日から緊急事態措置

となりました。 
 今思い出してみると８月の状況というのは、この後どうなってしまうのか

な、学校が９月から始まるにあたり、大変だなというふうに、思ったわけで

ございます。その後、減少しておりまして、本庄市においても感染者が出て

いない状況で、子どもたちにも感染者は出ておりません。学校においても少

しずつ、本来の状況に戻りつつある状況です。 
本市のワクチンの接種状況は、１１月１７日現在で２回目接種した方が５

５，６２０人、７７．８％となっております。１回接種した方が８４．９％

となっております。ワクチン接種がかなり進んでいる状況でございます。こ

れから、少しずつ日常生活が落ち着きを取り戻しつつある状況かと思いま

す。 
 先日の土曜日には、本庄市青少年健全育成のつどいが、ここセルディで開

催され、関係者の皆様には大変お世話になり、ありがとうございました。 
また、今週月曜日、１１月２２日には、旭小学校において本庄市キッズ健

康アンバサダー養成講座が行われました。どのような事業かと申しますと、

筑波大学そのほかいくつかの大学と本庄市の連携事業でありまして、大人特

に高齢者の運動不足を、子どもたちからお父さんお母さん、さらにおじいち

ゃんおばあちゃん、ひいおじいちゃんひいおばあちゃんに、運動の楽しさや

健康づくりについて子どもたちから伝えたらどうか、という事業でございま

す。 
 当日は、オリンピックメダリスト、陸上のリレーの朝原選手、なでしこジ

ャパンの安藤梢選手が講師として来ていただき子どもたちに運動の楽しさ

を伝え、家に帰って、子どもたちからお父さんお母さん、おじいちゃんおば

あちゃん、ひいおじいちゃんひいおばあちゃんに伝えていくという取り組み

が始まっております。少しずついろいろな事業が始まっているところでござ

います。 
 生涯学習の各種事業につきましても、中止であるとかいろんな影響がござ

いますが、国や県の動向を踏まえつつ、今後もまだまだコロナ禍の中でござ

いますが、安心して開催できるよう工夫を皆様と一緒にしながら、事業を推
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進していきたいと考えているところでございます。 
 本日の会議ですが、議題は、社会教育事業の現況について、となります。

どうぞ皆様方からは、忌憚のないご指導ご助言を賜りますよう、よろしくお

願いいたします。 
原課長 ありがとうございました。 

続きまして井上委員長からご挨拶をお願いしたいと思います。よろしくお

願いいたします。 
井上委員長 はい。皆さんこんにちは。 

会議の会場が児玉の地域になりましたのは、本庄地域で会場が取れないた

めということでした。皆様方にはいつもよりは遠くまで、ご出席になられた

方が多いかと思います。また、近くの方も何人かございますが、これも本庄

市内ということでご了承いただきたい。 
 

本日の会議でございますが、概ね３時ころの終了を予定しております。皆

様方のご協力をよろしくお願いいたします 
原課長 ありがとうございました。 

続きまして次第５でございますが、今年度初めての会議となりますので大

変恐縮ではございますが、委員の皆様から自己紹介をいただきたいと思いま

す。 
  それでは名簿順ということで、先ほど委員長からご挨拶いただきましたの

で芦澤副委員長からよろしくお願いいたします。 
各委員 名簿２番目の芦澤でございます。心豊かな子どもの育つふるさとづくりの

会から選出されております。 
 

  本庄市立旭小学校の校長をしております西田真吾と申します。今年度より

社会教育委員としてお世話になります。よろしくお願いします。 
 
本庄市立児玉中学校長の澁谷でございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 
 
本庄市立西小学校のＰＴＡ会長しております、竹並と申します。よろしく

お願いします。 
 
本庄婦人会から名称を変更しサラ本庄となりました。明堂純子と申しま

す。よろしくお願いします。 
 
本庄市老人クラブ連合会の大塚進と申します。よろしくお願いします。 
木村登志男と申します。本庄市青少年育成市民会議より選出されておりま
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す。よろしくお願いします。 
 
都丸幸子と申します。子育て応援団本庄ビスケット、そして本庄市親の学

習推進委員として活動しております。よろしくお願いします。 
 
藤田公民館でお世話になっております田村と申します。よろしくお願いし

ます。 
 
古閑政と申します。長いこと教育に携わってきました。経験が生かせるか

なと思っています。よろしくお願いします。 
 
長沼と申します。退職して、家庭のことをしたり、図書館に行ったりして

います。何かお役に立てればと公募した次第です。よろしくお願いします。 
原課長 ありがとうございました。 

それから事務局からも自己紹介をさせていただきます。生涯学習課長の原と

申しますどうぞよろしくお願いいたします。 
吉岡補佐 同じく事務局生涯学習課課長補佐の吉岡進と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。 
原課長 それでは教育長はこの後他に公務がございますので、退席とさせていただ

きたいと存じますが、ご了承いただければと思います。 
よろしくお願いいたします。 

 勝山教育長退席 
原課長 第６の議事に移ります。議事進行につきましては、本庄市社会教育委員の

会議規則第２条第２項の規定によりまして、委員長が会議の議長となって進

めることになっておりますので、これより議事の進行は井上委員長にお願い

したいと思います。 
 どうぞよろしくお願いいたします。 

井上議長 それでは、本日の議事に入ります。 
議事６（１）本庄市社会教育事業の現況について、事務局より説明をお願

いいたします。 
吉岡補佐 それでは資料２、ご覧ください。 

本庄市社会教育事業の現況について説明いたします。 
１．生涯学習推進事業に関すること 
（１）本庄市生涯学習推進指針について 
この指針は、生涯学習の輪が広がり、より良い生涯学習社会の実現を目指

すために、５つの指針を体系として、市民一人ひとりが自主的、自発的に学

び続けることができる環境を整え、市民の主体的な学習活動を支援します。 
 （２）市民総合大学 
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申込者数８１５人のうち、前年度に受講したことがある方が６８２人、残

りの１３３人が新規または数年ぶりに受講された方となります。 
講座についてですが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策をとり実施

しています。 
 三密を避け、マスクの着用、手指消毒等を受講者に協力していただくとと

もに、講師の方と相談しながら安全に行えるよう、新型コロナウイルス感染

症拡大防止の対策を取り講座を開催しております。 
 なお、状況により中止とした講座もございます。 
 （３）公民館講座の開催。 
 市内１１ヶ所の公民館は新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策を取

り、開館しております。 
 公民館の主催講座は、同様に対策をとり実施しています。 
 （４）中学校開放講座の開設 
 市内の中学校４校で開催しております。 
 中学校を生涯学習の会場として開放し、通学区地域の方たちを対象にした

生涯学習講座を開設し、生涯学習の機会を増やすとともに、学校と地域社会

の連携を推進しております。 
 令和２年度は、計画したものの新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け

東中学校１回のみの開催となりました。例年は各校６回ほど計画をしており

ます。 
 次のページお願いいたします。 
 （５）生涯学習推進大会 
 今年度については、令和４年３月１９日の土曜日に本庄市民文化会館で本

庄市市民総合大学閉講式と同時開催を予定しています。 
 昨年度は令和３年２月２８日の土曜日に本庄市民文化会館で開催致しま

した。芸術鑑賞会として左手のピアニスト 智内威雄氏による「響く命の音

～苦難の歴史を開かれた未来に～」を開催しました。 
入場者数は１５５人となりました。 
 次のページお願いします。 
 ２．青少年教育に関すること 
 （１）本庄市青少年育成市民会議 
 今年度は、以下の表のとおり、青少年健全育成標語・青少年の主張の募集、

青少年健全育成のつどいを行いました。 
 青少年非行防止街頭キャンペーン、青少年育成管外研修、青少年育成推進

員の中学校訪問は中止となります。 
 親子名作映画劇場を来年の２月に行う予定となっております。 
 次のページお願いします。 
 青少年非行防止パトロール 
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 こちらについて、第１回第２回を中止としました。 
 年明け来年ですね、２月第３回については、状況を確認しながら実施する

予定で進めています。 
 （２）本庄市子ども会育成会連合会 
 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、子どもみこし巡行、夏期リー

ダー研修会、運動会は中止としました。 
 なお、冬期リーダー研修会（スキー）、はがき作品展については、実施す

る予定で進めています。 
 例年、本庄市・美里町・神川町・上里町及び関係機関・団体が「子ども大

学ほんじょう実行委員会」を組織し、早稲田大学をはじめとした各協賛企業

等の協力を得て開催しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大防

止の観点から、子ども大学ほんじょう実行委員会において協議の上、今年度

も休校となりました。 
 次のページお願いします。 
 ３．家庭教育に関すること 
 （１）親の学習講座の実施 
 家庭教育支援事業では、子育てのワンポイントアドバイスやＱ＆Ａを掲載

した親の学習手引書を活用した講座を開催しています。 
 主に「家庭教育アドバイザー」の方を中心に設立した「本庄市親の学習推

進委員会」により保護者の「親」としての力を高める「親の学習」を実施し

ています。 
 ①親の学習講座の開催 
 小学校ＰＴＡ家庭教育学級、中学校開放講座、小学校新入学児童説明会時、

そして認定こども園・保育園及び幼稚園において、保護者を対象に親の学習

講座を開催しています。 
 以下の表は、令和２年度の親の学習の講座の実績となります。 
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、開催数は減少しました。 
 ②については、本庄市「親の学習手引書」の説明となります。 
 令和２年度から母子手帳交付時にお渡ししています。 
 それ以前は出生届時の配布でありました。 
 （２）小学校ＰＴＡ家庭教育学級の開設 
 市内の小学校を会場に、子どもの健やかな成長等を推進するため、ＰＴＡ

会員が継続的に学習できる講座を開催しております。 
 令和２年度は、資料にあるとおりの開催となりました。 
 基本的には、年６回ほどの計画をしております。 
 次のページお願いします。 
 ４．成人の祝いに関すること 
 本庄市の成人の祝いは実行委員会形式で行っており、今年度は１３名の応
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募があり、委員長を中心に実行委員会を開いています。 
 今年度は、令和４年１月９日の開催に向けて進めていますが、昨年度同様

に、安全に開催できるよう午前・午後の「２部制」としました。 
 入場時の検温、マスク着用、手指消毒の予防対策を行うことや、保護者の

入場は控えていただく等のお知らせをしています。 
 ホームページや１１月 1 日号の広報に掲載をしております。 
 実績の人数は、本庄以外の住所の方が、事前や当日の申し出により出席し

た人数を含んでおります。 
 ５．総検校塙保己一先生遺徳顕彰事業について 
 今年度も、新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮しながら、顕彰祭を

開催しました。２００人ほどの参加となっております。 
 ６．小学生学習支援事業「学ぼう舎」について 
 新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮しながら、６月から３月まで、

ただし、８月は除き、月２回、土曜日の午前中に公民館等の６ヵ所で、定員

を設けて行っています。 
 「学ぼう舎」では、国語や算数の自主学習、ものづくり、絵本や紙芝居の

読み聞かせ、レクリエーションなどを行っています。 
 また、学習の支援やレクの指導、見守り役である「みんなの師匠」を地域

の方から募集して、子どもたちの居場所づくりに協力いただいています。 
小学生の参加数は７８名、みんなの師匠が３３名の登録となっております。 
 次のページをお願いします。 
 ７．社会教育団体への補助金等交付について 
 以下の表は今年度の各団体に対して補助金等の予算額となっております。

サラ本庄は、本庄市婦人会が名称変更となりました。また、子ども大学ほん

じょう実行委員会へは、休校のため不交付となっております。 
事務局から説明は以上となります。 

井上議長 事務局より、「議事６（１）本庄市社会教育事業の現況について」説明が

ございましたが、皆様から何かご意見等ございませんか。 
 特にありませんか。 
 無いようですので、次の議題について、事務局より説明をお願いします。 

吉岡補佐 それでは資料３をご覧ください。 
児玉郡市社会教育委員連合会について説明いたします。 
こちらは、本庄市、美里町、神川町、上里町が、児玉郡市内の社会教育委

員が連携する場として、「児玉郡市社会教育委員連合会」を設立しています。 
今年度は、児玉郡市社会教育委員連合会総会、北部地区社会教育関係委

員・職員研修会について既に実施しております。 
研修会につきましては、１０月２２日にオンラインにて開催しました。本

庄市の１８名の委員のうち、市役所会議室で５名の参加、自宅等で９名、合
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計１４名の研修出席となりました。 
児玉郡市社会教育委員連合会の研修会については、年明け１月から３月を

予定、内容や場所については未定となっております。 
 下の表が２６年度以降実績となっております。 
 今年度は、事務局が本庄市となります。 
 こんな研修に行ったらどうか。ここの施設どうでしょうか。など意見があ

りましたら、よろしくお願いいたします。 
 以上です。 

井上議長 ただ今、事務局から、連合会の説明がございました。 
皆様方のご意見を伺いたいと思います。 
資料にある通り、この様な年度において実施してきました。 
平成３０年度、建設中の八ッ場ダムを見学しました。その時に、完成後に

ついても見学したい、という意見がございました。皆さんに相談したいと思

いますので、まず、完成後の状況について、事務局より施設等の状況につい

て説明をお願いします。 
吉岡補佐 それでは八ッ場ダムの件ですが、事務局の方でもいろんな施設等を検討し

た中で、八ッ場ダム、こちらを管理している事務所が前橋にありまして、利

根川ダム統合管理事務所というところです。 
 「なるほど、やんば資料館」というのが、八ッ場ダムに資料館としてあり

ます。研修の受け入れについて問い合わせをしたところ、開館時間であれば

自由に見学研修をしていただいて、堤体、ダムの堤もエレベーターで上り下

りができて自由に内部が見学できます。 
一般で立ち入り出来ないところまで見学できるかっていうと、ちょっとそ

ういう対応はしてないということでした。資料館として立派なものがあっ

て、見学研修の体制は整えているというところです。 
説明員を置いてということは特にはなさってないようです。時期について

２月３月を特に規制制限をしていることは、今のところ無いという状況を確

認しております。以上です。 
井上議長 それと、この八ッ場ダム湖に、水陸両用のバスがあって、それに一度乗る

のはどうでしょうか。 
児玉郡市の社会教育委員の皆さんが、いいですよ、と言えば決定になるが、

本庄市の案として、完成後も見学したい意見があり、皆さんの賛同が得られ

れば、児玉郡市の会議に提案したいがいかがでしょうか。 
木村委員 結構ですね。いいですね。 
明堂委員 水陸両用車は何人くらい乗れるのか。 
都丸委員 結構乗れたと思います。 

道の駅のところから出ていたかと、普通の大型バスと同じように乗れると

思います。 
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明堂委員  皆さんが一度に乗れますね。 
井上議長  そうですね。 

自分たちの団体だけではないと思いますが。バスは、２台くらいあったか

と思います。 
事前申し込みもあるのでは。この案で進める場合、詳細は事務局に調べて

もらいます。 
 
 連合会の研修について、いかがしましょうということで、今日の会議の議

題に入れました。 
木村委員 賛成です。実行してください。 
井上議長 それでは、賛成いただいたということで、児玉郡市の連合会の会議に提案

したいと思います。 
他の町からご意見伺ったうえで、委員の皆様にご案内申し上げたいと思い

ます。 
明堂委員 コロナが気がかりです。 
井上議長 コロナは、収束する前提でこの２，３か月は考えます。 

大発生した場合は、いくら計画立ててもやむを得ないことかなと判断しま

す。 
 本子連の夏期リーダー研修についても、直前に大発生しましたので、会費

を集めた人もおりましたが、コロナには勝てないという状況でした。 
 

 感染率が低下している、２回目接種が終わっている、発生していないとい

うことで、事業については進めて、状況が悪化すればこれはやむを得ないと

いうことです。このような方向でよろしいですか。 
委員より 「はい」という発言有り。 
都丸委員 時期なんですけど、１月２月はすごく寒いので、３月になればいいと思い

ます。１月２月はやめた方がいいと思います。 
井上議長 それについても、児玉郡市の社会教育委員の役員会議において諮りたいと

思います。 
 ご賛同お願いいたします。他にご意見無いですか。 

木村委員 無し 
井上議長 無いようですので、以上で本日の議事は終了いたします。それでは、議長

の任を解かせていただきます。ご協力ありがとうございました。 
原課長 ありがとうございました。 

続きまして、次第７その他でございますが、事務局の方から１点。皆様の

お手元にですね緑色の長３の封筒がお配りしてあるかと思います。 
 中身については、先ほど議事の方でお話をさせていただいた、来年の１月

９日、日曜日に実施されます成人の祝いに関する通知となっております。先
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ほどもお話をさせていただいた通り、新型コロナウイルスの感染拡大予防の

観点から分散開催、また新成人以外の方の入場を制限するという形で、本来

であれば来賓の皆様にですね、一緒に祝っていただくということが大変望ま

しいわけですけれども、今回はやはり人数を減らすということで、そちらの

通知については、皆様の来賓の方のお呼びをするのは控えさせていただきま

す、という通知になっておりますので、よろしくご理解を願いたいと思いま

す。 
 事務局からは以上でございます。 
 その他委員の皆様から何か報告、または情報提供等ございますでしょう

か。 
 それでは特にないようですので閉会の方に移らせていただきたいと思い

ます。 
 それでは閉会の言葉を芦澤副委員長にお願いしたいと思います。 

芦澤副委員長 お忙しいところ、ご出席いただきありがとうございました。 
普段、社会教育委員として色々と地域を見ていただいていると思います。

子どもの支援についてですが、居場所のない子どもが増えてきている。学校、

家庭、地域、ネット環境においても居場所がない。すべてのところで居場所

がなくて困っている。この様な中で、若者の自殺者についてですが、先日講

演会で聴いたが、全体の児童生徒の中で４７０から４８０人、児童生徒の中

の１７３人が高校三年生の女子であるということ。２０代も相当増えてい

る。そういったことを考えますと、子どもを守るのは、学校だけではなく家

庭や地域が一体となった連携が必要なのかなと思います。 
社会教育委員の皆様も、地域での役割を活かしながら進めていければと思

います。よろしくお願いします。 
 それでは、令和３年度本庄市社会教育委員会議を終わりにします。どうも

ありがとうございました。 


